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鼓動する大地 -Shelter for IDPs in Pakistan -

遠くパキスタンの地で大地が鼓動する

どれだけの年月を経ても終わることのない争い

そして Exodusが現実となった場所

家を追われる人々は 一体何を思ったろう

彼らは歩んだ 自らの足で

命の危険に晒されない

ただそれだけの場所を求め長く遠い道程を

漸く彼らが辿り着いた場所には

風が吹けば飛ばされる 雨が降れば流される

三角屋根のビニールシートが

地平線の彼方まで続いていた

這りたくとも留まらざるをえない

いつかの帰郷を望みながら

見知らぬ土地で明日をも知れぬ日々を過ごす
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20 稲荷瑞季 I 高松スタジオ

そこには助けの手を差し延べる者もいる

遠方の地よりの使者は彼らの傍に立ち

彼らの存在を世界に知らしめる

そう 私たちが彼らを忘れないように

やがて彼らは築き出す

自らの手で 自らの場所を

ただ雨露を凌ぐだけではないそんな場所を

彼らが築き上げたものは

川が流れるようで大地が脈打つようで

土と簗と漆喰とでできたそれもまた

地平線の彼方まで続いていた

人々の思いがこの地に息づく

築かれたものは彼らの声を代陪する

私たちはここに生きている と

彼らがこの地に生き続けるかぎり

大地の鼓動が止むことはない
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み んなのいえ

一人を結び付ける隙間一

近年人口か急増し、再開発が進む敷地。

マンションに住む住人と、地元の住人との説和が課題となっている。

高居マンションとの間にできる隙間はたた何もない空間で、両者の区別を鮮明にしている。

もっと身体スケールに近く親近感を持つことがてきるような隙間で都市をつなくことができたら、

そんな隔たリはなくなリコミュニティの桔ひつきはきっとつよくなるたろう。

(47 

ータイアクラムー

京都には魅力的で多様な“都市であリ建築でない”空間が存在する。

たとえば、つい中に入リたくなる紐い路地、心地よい風が流机る庭。

そんな空間には人々の生活が溢机、行き交う人に安らきや親近惑、活気を与える。

何もない空間である隙間には、何物にも代え難いたくさんの意味があるのた。

人口増加が歳しい放地では高層マンションか林立し、身体スクールに近い隙間は失われる。

その代わリてきた隙間はただ何もない空間でしかなく、何の意味も持たない。

このような残余の空間に魅力はなく、都市の魅力を喪失させている。

様々な意味を持った空間になれば、都市もおのすと魅力的になると思う 0

いえから飛ひ出して隙間に住んてみよう！

＼ ／ 

22 加藤大騎 I 門内スタジオ
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Section 1/800 

West Eievation 1/800 
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Swimmy 

仕事とは社会の中に自分の存在を位置

付けるメディアである。

それは単に金銭を得るためだけの手段

ではない。

自分が価値のある存在であること、誰

かに必要とされていること。

こうしだ情報を与えてくれる仕事には

求心力がある。

人間が社会的な生き物である以上、生

涯における「仕事」の重要性は変わる

ことがないだろう。

いつでもどこでも誰とでも働くことの

できる自由がある場を考える。

open 

24 藤原真名美 I 門内スタジオ

work place 

お互いの仕事が見える

オープンなデスクスペース

closed 

1/700 2Fplan 



街のあちこちに点在していた小さな会社が集まって、四条烏気に大きな会社となって現れる

小さな企業では持つここができなかった、食堂、託児所、ライブラ）一、ギャラリーなどの機能を

して大きな会社に化けることで、共有の機能こし

これまで起こリ

新しいコラボレーションの機会が増えることを期待する。

都市のスケールに合わせ，烏丸通リに対しては一つの大きな会社としてのフ

錦市場や大気のある東側にはパラパラと崩れた斜国を見せる

大汽

1/1500 3Fplan 

1 /"I 500 4F plan 

ドを向け、

オフィス街

1/1500 SF plan 

i/1500 9F plan 

1/1500 6F plan 1/1500 1 OF plan 
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虐待、育児放棄．

本来子供たちのHomeであるべき家庭内での問題

Homeを失い

ヒトとのキョリをおき

ヒトリボッチの子供たち

そんな子供たちの「Home」となる

子供たちひとりひとりに
Roomという Homeの最小単位を与える

「Home」「→」「居場所」

・家具以 lヽ：建築末満
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50個のHomeからなるHouse

ヒトとのキョリ感に過敏になり

キョリのとりかたがわからなくなってしまった

建築の形状

内外の関係

家具以上建築未満たち

これらによって

子供たちの

人とのキョリ感をたすけながら

共に成長する

26 長瀬遥香 田路スタジオ

・内と外

庭とグランドと畑という 3つの外部
この 3つの外部が
それぞれ異なる内部をつくる

a-a'section 1 /1 000 

b-b'section 1 / 1 000 

'J plan 1/800 C) 
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TAKAMATSU STUDIO 

MON-NAI STUDIO 

TAJI STUDIO 

そこにいるだけで、人を歌声で包むような建築

ただただ人を祝福するような建築

その美を愛でつつも、いつのまにかその存在が人を愛でるような建築

そんな建築があるように、おそらく、語りかけるような建築がある。

それが何を語るかは、人がその建築になにを語りかけるかということと決して無関係

でないにしても、ここでは、一人の設計者として、大いに想像力の翼を広げ、以下の

如き建築を構想せよ。

まるで独白するような建築

まるでつぶやくような建築

まるでささやくような建築

まるで告げるような建築

まるで表明するような建築

まるで宣言するような建築

まるで沈黙をかたるような建築

21世紀を迎えて、大量生産・大量消費を基調としたデザインが行き詰まり、環境や

社会の制約条件などを考慮して、幅広い要求を質的に満足するデザインヘの転換が求

められている。そこでは、デザインを「人間と環境との関係に変化をもたらす」営み

として理解し、個々の人工物のデザインにとどまらず、人工物相互の関係や人工物と

環境・人間との関係に配慮することにより、豊かな環境・社会システムをデザインす

ることが求められている。

都市の中の建築は、他の人工物や人間・環境とのネットワークを形成する結節点とし

て存在する。このスタジオでは、「都市と建築」のダイナミックな関係に焦点を結び、

京都という都市をフィールドとして、ミクロな建築レベルの環境のデザインを通し

て、マクロな都市レベルの環境をデザインする可能性を探求する。具体的には、歴史

都市・京都の都市空間に「魅力的な場所と風景を創発する新しいタイプの建築（の集

合）」を提案する。

フォームとデザイン

フォームとは人間の行為や活動のために切り開かれた空間や場所の本質であり、デザ

インとはそうした空間や場所に雰囲気や表情をもたらすものである。こうした観点か

ら優れた建築作品を考察し、そのうえで現代に応答する建築のフォームとデザインを

構想する。

Phasel : 作品分析

ビルディングタイプを決め、その優れた事例を 5つ選択する。

5作品のうち、一つは現代建築、一つは古典建築とする。

選んだ作品について、フォームとデザインを分析する。

Phase2 : 設計

各自敷地を定めて、設計をおこなう。 Phaselの分析成果を活かし、

フォームとデザインを考える。
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